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新
し
い
コ
ー
ル
を
目
指
し
て

ー
ブ
レ
ス
ベ
イ
ン
大
会
報
告
｜

JAPAN MRA ASSOCIATION OF INTERNATIONAL 

木内信胤氏を中心にオーストラリア労使代表と懇談する日本代表。右からテ γ ド・

アーチャ一（西オーストラリア店員組合）、ジム ・ベッグス（メルホルン港湾労働組

合）、 トム・ラムス・イ一 （B・ H ・ Pl柑役員）

藤

田

幸

久

！
「平
和
な
海
」
を
め
ざ
し
て
、
二
十

八
ヶ
国
か
ら
｜

「
太
平
洋
地
域
の
国
ぐ
に
が
．
主
い

に
情
熱
を
持
っ
て
い
た
わ
り
合
い
、

創
造
的
な
力
を
解
放
す
る
時
、
孜
々
・

は
太
平
洋
を
そ
の
名
の
通
り
「
平
和

な
海
」
に
す
る
こ
と
が
出
来
る
己
と

い
う
昨
年
の
マ
イ
ケ
ル

・
ソ
マ
リ
l

ハ
フ
ア

・
ニ
ュ

l
ギ
ニ
ア
首
相
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
円
ざ
し
、

一
川
七
日
か

ら
十
五
日
ま
で
M
R
A
ア
ジ
ア

・
太

平
洋
地
域
国
際
会
議
は
各
大
陸
二
卜

八
ヶ
国
一
ニ
アn
ak
卜
余
名
の
参
加
の
も

と
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

・
フ
リ
ス

ペ
イ
ン
市
で
開
催
さ
れ
た
。
「
新
し
い

ゴ

l
ル
を
目
ざ
し
て
」
と
い
う
テ
ー

マ
の
こ
の
会
議
に
は
サ
モ
ワ
、
ト
ン

ガ
、
ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア
、
フ
ィ
ジ

ィ
、
パ

。フ
ア
ニ
ュ

l
ギ
ニ
ア
、
ニ
ュ

ー
エ
イ
な
ど
南
太
平
洋
諸
島
の
積
極

的
な
参
加
が
目
立
ち
、
日
本
か
ら
は

一一
卜
四
名
の
代
表
に
、
既
に
濠
洲
で

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
参
加
者
（
五
名
）を

加
え
、
最
大
の
代
表
団
に
な
っ
た
。

世
界
経
済
調
査
会
々
長
木
内
信
胤
氏

御
犬
妻
、
元
自
衛
隊
陸
幕
長
杉
田

一

次
氏
御
夫
妻
、
畑
千
鶴
子
埼
玉
県
知

事
夫
人
、
榊
た
か
子
埼
玉
県
議
会
議

品
、
川
島
タ
ミ
ノ
元
衆
院
議
員
川
島

令
次
氏
夫
人
、
相
馬
雪
香
尾
崎
記
念

財
同
理
事
長
代
理
な
ど
質
的
に
も
近

来
に
な
い
充
実
し
た
代
表
団
で
あ

っ

た
。
地
元
テ
レ
ビ
局
の
、
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
コ

ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
に

よ
る
円
本
人
歓
迎
風
景
の
中
継
に
始

ま
り
、
榊
さ
ん
よ
り
ア
ブ
オ
リ
ジ
ニ

l

（オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
原
住
民
）
の

マ
ー
ガ
レ

ッ
ト
女
史
へ
の
う
ち
わ
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
、
水
戸
の
星
さ
ん
に
よ

る
「
ね
ぶ
た
祭
り
L

の
8
ミ
リ
映
写

会
、
と
円
本
代
表
団
の
民
間
外
交
に

ま
つ
わ
る
賑
や
か
な
話
題
が
続
き
、

日
本
人
グ
ル
ー
プ
が
出
発
す
る
朝
は
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
マ
オ
リ
族
の
婦

人
達
が
ア
ク
シ
ョ
ン

・
ソ
ン
グ
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
て
別
れ
を
惜
し
ん
だ
。

人
間
性
と
心
を
扱
う
経
済
学
｜

「
私
の
当
面
す
る
ゴ

l
ル
の
一
つ
は

や
や
野
心
的
な
も
の
で
、現
在
の
経
済

学
を
変
え
る
と
い
う
こ
と
で
す
己
と
前

お
き
し
て
木
内
氏
は
、
今
日
の
経
済
学

が
重
症
の
病
気
に
か
か
っ
て
い
る
と
い

う
点
か
ら
論
を
進
め
る
。
金
か
ら
貨

幣
を
分
離
し
た
ケ
イ
ン
ズ
経
済
学
が
、
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所
謂
社
会
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
、
選
挙

民
を
喜
ば
そ
う
と
す
る
民
主
的
政
府

の
願
望
と
を
伴
っ
て
イ
ン
フ
レ
を
引

き
起
こ
す
。
更
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

と
い
う
大
き
な
オ
モ
チ
ャ
で
統
計
と

計
量
経
済
学
を
駆
使
す
る
経
済
学
は

一
般
の
人
々
と
分
離
し
、
自
ら
病
気

に
陥
っ
た
。

「
勿
論
経
済
学
は
モ
ノ

を
扱
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が

っ

て
我
わ
れ
は
た
だ
数
を
放
棄
す
る
わ

け
に
は
い
か
な
い
。
し
か
し
我
わ
れ

は
心
の
世
界
、
つ
ま
り
人
が
ど
う
感

じ
る
か
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

経
済
学
者
は
経
済
学
が
科
学
で
あ

っ

て
欲
し
い
と
思
う
。
し
か
し
我
わ
れ

は
物
に
人
間
性
と
心
を
加
え
ね
ば
な

ら
な
い
4

こ
の
講
演
後
、
会
場
の
多
く
の
人

々
か
ら
次
つ
ぎ
と
質
疑
が
寄
せ
ら
れ

た
。

「
日
本
が
風
邪
を
ひ
け
ば
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
肺
炎
に
か
か
る
」

と
言
わ
れ
る
程
、
円
本
市
場
と
日
本
資

本
の
動
向
に
気
を
配
る
こ
の
地
域
に

と
り
、
木
内
氏
の
主
張
は
既
成
の
日

本
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
と
は
異
な
る

漸
進
的
な
発
言
と
う
け
と
ら
れ
た
。

あ
る
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
代
表
が
、

同
国
政
府
が
と

っ
た
日
本
漁
船
の
ニ

百
海
里
内
か
ら
の
し
め
出
し
は
、
農

産
物
輸
入
制
限
に
対
す
る
報
復
的
な

政
策
で
正
し
く
な
い
、
と
謝
罪
し
た

の
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
既
に
質

疑
応
答
の
時
間
自
体
が
、
木
内
氏
の

提
案
を
実
現
さ
せ
る
為
に
は
、
個
々

人
が
ど
う
い
う
生
活
様
式
を
と
り
入

れ
た
ら
よ
い
か
、
政
府
は
ど
う
い
う

政
策
を
遂
行
す
べ
き
か
、
と
い
う
建

設
的
な
意
見
交
換
の
場
へ
と
発
展
し

て
い

っ
た
。
そ
こ
に
は
既
に
真
の
友

情
と
信
頼
の
場
が
築
き
上
げ
ら
れ
て

い
た
、
と
言
え
よ
う
。

ー
ア
ジ
ア
の
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
｜

開
会
式
に
は
日
本
の
藤
田
総
領
事

も
出
席
さ
れ
た
が
、
ボ
ナ

l
上
院
議

員
（
豪
州
唯
一
人
の
原
住
民

〈
ア
ブ

オ
リ
ジ
ニ

l
〉
選
出
）
等
と
共
に
日
本

を
代
表
し
て
挨
拶
を
さ
れ
た
杉
田
氏

は

一
昨
年
の
キ
ャ
ン
ベ
ラ
大
会
に
続

い
て
の
出
席
。
同
氏
は
常
づ
ね
日
本
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
イ
ン
ド
の
三
角

形
が
ア
ジ
ア
を
リ
ー
ド
す
る
と
の
確

信
を
提
唱
し
て
い
る
が
、
今
回
太
平

洋
を
囲
む
も
う

一
つ
の
三
角
形
、
日
｜

米

l
豪
の
重
要
性
を
強
調
さ
れ
た
。

そ
れ
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
難
問
の

山
積
す
る
日
米
間
の
真
の
と
り
も
ち

役
を
担
え
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い

う
ビ
ジ

ョ
ン
で
、
会
議
後
こ
の
ア
イ

デ
ア
を
聞
い
た
フ
レ
ー
ザ
ー
豪
首
相

も
感
慨
深
く
う
な
やつ
い
て
居
ら
れ
た

と
か
。
フ
首
相
は
昨
年
六
月
の
英
連

邦
首
相
会
議

（
ロ
ン
ド
ン

）
で
、
日

本
が
外
圧
の
中
で

一
九
三

0
年
代
後

半
に
類
似
し
た
心
理
状
態
に
な
る
危

． 
険
を
説
き
、
自
由
社
会
団
結
の
為
の

日
本
擁
護
を
説
い
た
程
で
あ
る
。

ー
勇
気
あ
る
ス
テ

l
ツ
マ
ン
シ
ッ

プ
ー

ア
ラ
ン

・
グ
リ
フ
イ
ス
氏
は
現
在

外
交
、
防
衛
に
関
す
る
首
相
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
。
M
R
A
産
業
人
会
議
（
昨

年
五
月
東
京
）
出
席
後
、
ロ
ン
ド
ン

の
フ
レ
ー
ザ
ー
首
相
に
日
本
支
援
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た
の
も
こ
の
人
。

グ
リ
フ
イ
ス
氏
今
回
は
最
終
日

（一

月
十
五
日
）
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で

H

ス
テ
ノ
ツ
マ
ン
シ
ッ
。フ

H

に
つ
い

て
講
演
。
エ
ジ
プ
ト
サ
ダ
卜
大
統
領

の
イ
ス
ラ
エ
ル
訪
問
を
今
世
紀
最
大

の
ス
テ

l
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
と
述
べ
、

そ
の
決
断
を
喚
起
さ
せ
た
静
か
な
時

間
と
敬
慶
・
な
勇
気
、
又
そ
れ
を
支
え

た
M
R
A
勢
力
の
働
き
に
つ
い
て
の

解
説
を
加
え
た
。
彼
は
更
に
、
サ
ダ

ト
に
匹
敵
す
る
勇
気
あ
る
ス
テ

l
ツ

マ
ン
シ
ッ
プ
と
し
て
岸
元
首
相
の
濠

洲
訪
問
と
謝
罪
、
及
、び
マ
カ
リ
オ
ス

．
キ
プ
ロ
ス
大
統
領
の
マ
ク
ミ
ラ

ン

英
首
相
訪
問
を
挙
げ
た
。
こ
の
二
つ

の
出
来
事
と
も
、
当
時
の
政
治
状
況

か
ら
し
て
常
識
的
に
は
不
可
能
な
政

治
的
快
挙
で
、
例
え
ば
岸
氏
の
濠
洲

訪
問
後
わ
ず
か
数
ヶ
月
で
日
豪
通
商

条
約
が
締
結
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
当

時
数
年
先
に
な
る
と
思
わ
れ
て
い
た

こ
と
だ
、
と
グ
リ
フ
イ
ス
氏
は
述
べ

た
。グ

リ
フ
イ
ス
氏
自
身
二
十
年
前
、

外
務
省
に
あ
っ
て
、
実
際
に
岸
訪
濠

の
受
け
入
れ
準
備
を
し
た
人
で
、
日

本
に
対
し
て
良
い
感
情
を
抱
い
て
い

な
か
っ
た
グ
リ
フ
イ
ス
氏
の
母
親
の

心
を
聞
い
た
の
は
当
時
の
鈴
木
九
高

駐
濠
大
使
夫
人
で
あ
っ
た
。
当
時
の

日
本
外
務
省
の
空
気
に
反
対
し
て
岸

氏
に
謝
罪
を
演
説
に
盛
り
込
む
よ
う

求
め
た
鈴
木
九
高
大
使
の
勇
気
と
い

い
、
こ
れ
ら
勇
気
あ
る
人
々
の
輪

（
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
）
が、

A
7
日
の
日

豪
関
係
を
導
い
た

H

ス
テ

l
ツ
マ
ン

シ
ッ
プ
H

を
生
ん
だ
と
い

っ
て
過
言

で
な
い
だ
ろ
う
。

ー
献
身
す
る
五
人
の
日
本
女
性
｜

会
議
が
た
け
な
わ
の
問
、
メ
ル
ボ

ル
ン
の

M
R
A
セ
ン
タ
ー
（
ア
l
マ
）

で
は
数
名
の
残
留
部
隊
が
大
活
躍
、

そ
の

一
人
が
市
橋
よ
し
え
さ
ん
。
ブ

リ
ス
ベ
ン
の
会
議
か
ら
数
グ
ル
ー
プ

に
別
れ
て
ア

l
マ
を
訪
れ
た
日
本
人

の
お
世
話
に
大
奮
闘
。
ア
l
マ
開
設

． 
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時
に
日
本
か
ら
鈴
木
九
高
大
使
を
通

し
て
寄
贈
さ
れ
た
オ

l
ク
ラ
チ
ャ
イ

ナ
も
使
っ
て
日
本
の
味
を
大
サ
ー
ビ

ス
と
か
。

一
方
、
会
議
中
子
供
連
れ

の
参
加
者
の
為
に
育
児
室
が
設
け
ら

れ
、
星
玲
子
さ
ん
は
こ
の
担
当
。
お

母
さ
ん
、
・
お
じ
い
さ
ん
二
人
と
も
濠

洲
へ
来
た
星
さ
ん
、
家
族
と
の
語
ら

い
も
ほ
ど
ほ
ど
に
こ
の
育
児
係
の
責

任
を
立
派
に
果
た
し
た
由
。
中
島
め

ぐ
み
さ
ん
は
、
昨
年
の
「
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
・
コ
ー
ス
」
も
無
事
終
了
し
、

． 
思
人
の
ダ
ニ
シ
・
ワ
シ
と
彼
女
の
国

パ
プ
ア
・
ニ
ュ

l
ギ
ニ
ア
に
向
か
い
、

日
本
人
と
し
て
此
地
で
奉
仕
す
る
と

の
こ
と
。
口
先
だ
け
で
は
な
い
頭
と

心
と
手
に
よ
る
い
た
わ
り
（
ケ
ア
）

を
学
び
た
い
と
か
。
父
親
（
寒
河
江

善
秋
氏
）
の
死
、
交
通
事
故
を
乗
り

越
え
た
寒
河
江
千
鶴
さ
ん
は
、
ア
ー

マ
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
昨
暮
世
界
各
国

ヘ
送
っ
た
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
の
デ

ザ
イ
ナ
ー
。
会
議
中
も
昨
年
の
苦
難

克
服
の
ス
ピ
ー
チ
を
し
共
感
を
得
て

会場中庭に勢揃いする日本代表

い
た
。
首
都
キ
ャ
ン
ベ
ラ
で
家
庭
滞

在
の
長
か

っ
た
今
橋
政
美
さ
ん
、
中

国
人
、
韓
国
人
、
そ
れ
に
日
本
人
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
も
多
数
の
友
人
を
作

り
民
間
外
交
ぶ
り
を
発
揮
。

勇
気
あ
る
ス
テ

l
ツ
マ
ン
シ

ッ
プ

で
ひ
ら
か
れ
た
日
濠
関
係
も
、
食
料

・
原
材
料
の
輸
入
と
機
械
類
・
加
工

品
の
輸
出
と
い
う
経
済
優
先
の
も
の

に
偏
向
し
が
ち
だ
っ
た
が
、
こ
れ
ら

五
人
の
方
々
（
二
月
か
ら
は

一
人
追

加
）
が
世
界
家
族
の
上
で
献
身
さ
れ

て
い
る
様
子
を
見
る
時
、
正
に
日
濠

関
係
も
新
た
な
力
強
い

一
ペ
ー
ジ
を

迎
え
て
い
る
と
い
う
感
を
ぬ
ぐ
え
な

か
っ
た
。

ー
四
つ
の
謝
罪
と
真
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
ー

会
議
の
行
な
わ
れ
た
エ
マ
ニ

ュ
エ

ル
・
カ
レ

ッ
ジ
は
川
に
沿

っ
た
木
立

ち
の
多
い
寄
宿
舎
、
食
事
や
大
小
の

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
通
し
て
触
れ
あ
い

の
あ
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
が
形
造

ら
れ
た
。
こ
れ
だ
け
多
く
の
国
籍
、

人
種
、

言
語
、
文
化
が
集
ま
り
な
が

ら
、
雰
囲
気
も
単
な
る
親
善
会
議
に
’

流
れ
て
は
い
な
い
。
そ
れ
は
、
全
参

加
者
が
、
大
き
な
共
通
の
目
的
を
も

ち
、
自
分
の
経
験
に
基
づ
い
て
発
言

し
て
い
る
か
ら
。
会
議
に
深
さ
と
広

が
り
を
与
え
た
三
つ
の
ハ
イ
ラ
イ
ト

を
拾
う
と
、

． ①
「
我
々
（
白
人
）
の
ほ
と
ん
ど

は
、
い
い
気
な
も
の
で
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
は
大
し
た
爆
発
も
な
く
申
し

分
な
い
と
感
じ
て
い
る
。
し
か
し
我

わ
れ
は
自
ら
を
ア
ジ
ア
、
太
平
洋
地

域
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
を
た
め
ら

っ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
し
て
こ
の
地

域
で
は
、
数
多
く
の
爆
発
が
生
じ
て

い
る
。
そ
し
て
特
に
ア
ブ
オ
リ
ジ
ニ

l

（
原
住
民
）
が
苦
し
ん
で
き
た
。

差
別
が
起
き
て
い
る
時
、
よ
り
大
き

な
罪
と
い
う
の
は
、
私
の
よ
う
に
自

分
自
身
や
地
球
上
の
全
て
の
他
人
に

つ
い
て
何
が
正
し
い
か
自
分
達
が
最

も
よ
く
知

っ
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
・

無
関
心
や
倣
慢
さ
だ
と
思
う
。
こ
の

こ
と
に
つ
い
て
ど
れ
ほ
ど
申
し
訳
な

い
こ
と
か
。
ア
ブ
オ
リ
ジ
ニ

l
の
問

題
と
か
、
移
民
の
問
題
と
か
、
避
難

民
の
問
題
と
か
い
う
も
の
は
な
い
。

こ
れ
ら
は
全
て

H

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
問
題
H

で
あ
り
、
我
々
全
て
に
責

任
が
あ
る
の
だ
か
ら
己
｜
ロ
ン
・
ロ

ー
ラ
・
ク
イ
ン
ズ
ラ
ン
ド
大
学
卒
業

生

（オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）
｜

②
「
七
週
間
の
入
院
後
に
主
人
が

亡
く
な
り
私
は
パ
ケ
ハ

（白
人
）
の

医
者
を
う
ら
ん
だ
。
私
は
や
が
て
自

分
自
身
診
察
の
必
要
が
で
き
た
時
、

こ
の
白
人
医
者
を
拒
否
し
、
心
の
恨

み
は
白
人
全
体
へ
と
拡
が

っ
た
。
昨

年
M
R
A
グ
ル
ー
プ
が
町
に
や

っ
て

来
た
時
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
青
年
を

泊
め
る
こ
と
を
望
ん
だ
が
結
果
的
に

は
白
人
が
わ
り
あ
て
ら
れ
た
。
表
面

上
は
笑
顔
で
優
し
く
迎
え
た
が
、
内

心
は
違
っ
て
い
た
。
白
人
青
年
が
立

ち
去
っ
た
あ
と
息
子
が
、
『
何
が
い

け
な
い
の
、
マ
マ
？
彼
は
僕
達
と
同

じ
じ
ゃ
な
い
か
。
二
つ
の
目
と
耳
と

鼻
が
一
つ
、
し
ゃ
べ
る
こ
と
も
で
き

る
。
彼
も
た
だ
の
人
間
さ
凶
息
子
の

こ
の
言
葉
が
神
に
私
を
変
え
て
く
れ

る
こ
と
を
祈
ら
せ
た
。
私
は
こ
の
パ

ケ
ハ
（
白
人
）
を
再
び
喜
ん
で
迎
え

る
こ
と
が
で
き
、
私
の
十
一
年
に
亘

る
憎
し
み
を
謝
罪
し
た
凶
｜
レ
フ
・

ハ
エ
ア

i
・
主
婦
（
マ
オ
リ
族
・
ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
）
｜

③
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
来
て
以

来
、
私
は
白
い
南
ア
フ
リ
カ
人
で
あ

る
こ
と
を
と
て
も
意
識
し
て
い
る
。

私
が
話
し
た
多
く
の
人
び
と
は
た
だ

黒
人
の
見
解
の
み
を
聞
き
た
が
り
、

白
人
の
胸
を
去
来
し
た
こ
と
に
は
耳

を
か
さ
な
い
。
私
は
い
つ
も
自
国
の

他
人
種
の
人
々
に
同
情
的
で
あ
っ
た

の
で
こ
の
こ
と
は
と
て
も
、
と
て
も

苦
痛
に
思
え
た
。

私
は
理
論
上
は
人
種
差
別
政
策
を

嫌
っ
た
が
実
践
面
で
は
そ
れ
を
う
け

入
れ
て
い
た
。
私
は
パ
ス
や
列
車
の

中
で
は
む
し
ろ
そ
れ
を
有
難
い
と
す

ら
思
っ
た
。
私
は
た
だ
自
分
の
心
地
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良
さ
と
安
全
の
み
を
思
っ
た
か
ら
で

す
。
私
は
自
分
の
自
己
中
心
さ
と
、

や
れ
ば
で
き
た
の
に
し
な
か
っ
た
こ

と
を
謝
り
た
い
。

『
私
の
生
き
方
が

国
の
生
き
ざ
ま
を
決
め
る
。
』
こ
れ
は
、

も
し
自
分
の
国
が
悪
い
な
ら
、
私
自

身
も
責
め
ら
れ
る
べ
き
だ
、
と
い
う

こ
と
で
す
己
｜
ル
イ
ス
・
エ
イ
ブ
ラ

ハ
ム

・
教
師
（
南
ア
よ
り
の
移
民
）
｜

｜
「
平
和
な
海
」
か
ら
「豊
か
な
海
」

ヘ
ー

「
平
和
な
海
」
を
目
ざ
し
て
参
加

し
た
人
び
と
は
、
お
互
い
の
体
験
を

分
か
ち
あ
い
、
今
や
太
平
洋
が
「
豊

か
な
海
」
で
あ
る
こ
と
を
識
る
に
至

っ
た
。
こ
の
出
会
い
の
場
を
育
て
る

M
R
A
を
総
括
し
て
相
馬
雪
香
さ
ん

＋
品
、

「
M
R
A
は
、
国
ぐ
に
の
聞
の
信

頼
を
築
く
最
善
の
方
法
だ
と
思
う
。

我
わ
れ
は
全
て
の
人
々
に
普
遍
的
で
、

理
解
さ
れ
、
八
万
け
あ
た
え
る
こ
と
の

で
き
る
精
神
的
な
価
値
を
持
た
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
日
本
の
伝
統
的
な

精
神
的
価
値
と
い
う
も
の
は

M
R
A

を
通
し
て
普
遍
的
な
も
の
に
理
解
さ

れ
る
こ
と
が
で
き
る
己

最
後
に
、
こ
の
「
豊
か
な
海
」
へ

の
私
の
参
加
に
ご
後
援
い
た
だ
い
た

数
十
名
の
皆
様
に
、
こ
の
紙
面
を
借

り
て
深
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

父
上
、
母
上
様

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

生
れ
て
初
め
て
外
地
の
暑
い
お
正

月
を
迎
え
て
い
ま
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
は
日
本
の
様
に
新
年
を
言

っ
て

も
特
別
の
行
事
は
何
も
あ
り
ま
せ
ん
。

黒
豆
も
、
お
雑
煮
も
、
あ
年
玉
も
無

い
ち
ょ
っ
ぴ
り
淋
し
い
お
正
月
で
す
。

玲
子
。

娘
か
ら
の
年
賀
状
が
正
月
前
に
届

い
て
以
来
、
落
付
か
な
い
新
年
を
迎

え
、
正
月
六
日
夜
、

二

O
時
発
J

A

L
七
七
一
便
の
機
上
の
人
と
な

っ
た

時
は
、
お
せ
ち
料
理
、
お
餅
、
漬
物

を
か
ぱ
ん
一
杯
に
詰
め
込
ん
で
待
望

・ベレスベイン大会に参加して・

私と娘． 
子やみ星

オペラハウスを背に星さんご一家

の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
向
う
親
馬
鹿

ぶ
り
で
し
た
。

私
が

M
R
A
を
知

っ
た
の
は

一
昨

年
の
夏
の
終
り
娘
の
大
学
受
験
の
為

将
来
の
進
路
を
決
め
か
ね
て
お
り
ま

す
時
、
狩
野
安
様
か
ら
M
R
A
の
問

つ
の
標
準
、
人
は
誰
れ
で
も
変
わ
る

事
が
出
来
る
、
と
い

っ
た
様
な
フ
ラ

ン
ク

・
ブ
ッ
ク
マ
ン
の
教
え
を
聞
い

て
決
心
を
致
し
ま
し
た
。

そ
の
頃
の
娘
は
目
的
喪
失
と
言
う

の
か
、
自
分
の
進
む
道
に
対
す
る
夢

と
現
実
の
ギ
ャ

ッ
プ
の
調
整
に
疲
れ

て
か
、

『
マ
マ
、
私
を
ど
う
し
て
生

ん
で
呉
れ
た
の
、
私
、
頼
み
も
し
な

か

っ
た
の
に
山
私
は
こ
の
言
葉
を
聞

い
た
時
、
本
当
に
シ
ョ

ッ
ク
で
し
た
。

そ
し
て
私
は
子
供
に

『も
し
貴
女
が

こ
の
世
に
生
を
受
け
た
事
を
感
謝
す

る
心
が
あ
れ
ば
貴
女
が
ど
ん
な
道
を

選
ん
で
も
貴
女
の
人
格
を
尊
重
す

る
。
が
、
頼
ま
な
か

っ
た
と
思
う
の

な
ら
、
た
し
か
に
頼
ま
れ
な
か

っ
た

の
だ
か
ら
貴
女
は
私
の
私
物
で
居
て

欲
し
い
凶

こ
ん
な
親
子
の
会
話
を
と
り
交
し

て
数
ヶ
月
後
の
昨
年
三
月
十
八
円
娘

は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
訓
練
セ
ン
タ

ー
、
ア

l
マ
に
向
い
ま
し
た
。

娘
か
ら
来
る
便
り
の
中
で
子
供
が

少
し
ず
つ
変
化
し
成
長
し
て
行
く
の

が
解
り
ま
し
た
。
し
か
し
十
ヶ
月
ぷ

り
に
逢
う
娘
に
あ
ま
り
大
き
な
期
待

を
す
る
事
は
恐
わ
か

っ
た
し
、
そ
れ

は
娘
に
と

っ
て
も
大
変
迷
惑
な
事
で

あ

っ
た
と
思
い
ま
す
。

一
月
七
日
私
達
は
ブ
リ
ス
ベ
ン
で

行
わ
れ
る
ア
ジ
ア
大
会
の
会
場
エ
マ

ニ
エ
ル
・
カ
レ
ッ
ジ
に
着
き
ま
し
た
。

会
場
の
入
口
に
は
各
国
の
人
々
が
私

達
日
本
人
十
七
人
を
迎
え
る
為
に
集

ま

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

私
達
は
建
物
の
入
口
で
足
を
止
め

ま
し
た
。
各
国
の
若
い
人
達
が
私
達

日
本
人
の
為
に
歓
迎
の
歌
パ
イ
レ

マ一一
H

を
合
唱
し
て
く
れ
た
の
で
す
。

若
者
の
中
に
は
勿
論
め
ぐ
み
さ
ん
、

千
鶴
さ
ん
、
娘
の
玲
子
が
歌

っ
て
い

ま
す
。
私
は

一
生
懸
命
娘
を
追
い
ま

し
た
。
何
と
か
娘
の
声
だ
け
探
ろ
う

と
し
た
の
で
す
が
娘

一
人
の
声
だ
け

を
分
け
て
聞
く
事
は
不
可
能
で
し
た
。

私
は
そ
の
時
は

っ
き
り
と
娘
が
変

っ

た
事
を
知
り
ま
し
た
。
そ
し
て
円
本

か
ら
行

っ
た
若
い
人
の
全
員
が
成
長

し
た
事
を
喜
び
ま
し
た
。
美
し
い
ハ

ー
モ
ニ
ー
の
中
で
国
の
違
い
、
人
種

の
違
い
を
分
け
る
事
は
出
来
ま
せ
ん
。

三
泊
四
日
の
ブ
リ
ス
ベ
ン
滞
在
中

私
は
娘
と
二
人
き
り
で
話
を
す
る
機

会
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
し
か

し
風
族
習
慣
、

言
葉
の
違
う
二
十
六

ヶ
国
の
人
々
の
中
で
活
躍
す
る
娘
達

の
自
然
な
後
姿
は
、
私
に
多
く
の
言

． 

葉
と
安
堵
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

経
済
不
況
が
さ
わ
が
れ
て
い
る
中

で
迎
え
た

一
九
七
八
年
の
正
月
に
私

の
心
だ
け
は
実
に
豊
か
で
あ
っ
た
事
を

感
謝
い
た
し
ま
す
。
娘
は
十
数
ヶ
月

前
と
違
っ
て
自
己
改
善
に
み
ご
と
挑

戦
し
、
未
来
に
夢
を
持
っ
て
自
分
で

自
分
の
道
を
歩
き
は
じ
め
た
様
で
す
。

数
ヶ
月
後
イ
ン
ド
の
パ
ン
チ
ガ
ニ

l

に
出
発
す
る
事
と
思
い
ま
す
。
め
ぐ

み
さ
ん
も
来
月
に
は
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア
で
活
躍
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
若
い
人
達
が
居
る
限
り
世
界

に
無
限
の
宝
が
あ
る
事
を
知
っ
て
、

私
は
未
来
に
夢
と
自
信
を
持
つ
事
が

出
来
た
事
に
改
め
て
ハ
ッ
ピ
ー
、
ニ

ュ
ー
イ
ヤ
l
を
唱
え
、
マ
オ
リ
族
の
女

性
や
フ
ィ
ジ

l
の
老
人
と
固
い
握
手

を
交
し
ま
し
た
。

今
日
を
楽
し
む
者
は
花
を
活
け
よ

一
年
弁
ャ
楽
し
む
者
は
草
花
を
植
え
よ

十
年
を
楽
し
む
者
は
木
を
植
え
よ

五
十
年
を
楽
し
む
者
は
人
弁
v

育
て
よ

私
は
こ
の
言
葉
が
大
変
好
き
で
す
。

M
R
A
こ
そ
文
字
通
り
今
日
の
教
育
、

未
来
の
教
育
を
啓
発
し
て
い
ま
す
。

暑
い
お
正
月
を
娘
と
過
し
て
、
今

年
程
充
実
し
た
事
は
な
か

っ
た
様
に

思
い
ま
す
。
最
後
に
私
共
を
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
に
送

っ
て
下
さ

っ
た
狩
野

様
を
は
じ
め

M
R
A
の
皆
様
と
主
人

に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。
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M
R
A
の
創
始
者

フ
ラ
ン
ク
・
ブ
ッ
ク
マ
ン
博
士
の

生
誕
百
年
を
迎
え
て

今
年
（

一
九
七
八
年
）
は
M
R
A

の
創
始
者
フ
ラ
ン
ク
・
ブ
ッ
ク
マ
ン

博
士
の
生
誕
百
年
の
年
で
す
。

こ
れ
に
つ
い
て
先
頃
、
ロ
ン
ド
ン

に
集
ま
っ
た
M
R
A
国
際
チ

l
ム
は

次
の
よ
う
に
伝
え
て
き
ま
し
た
。

一
、
ブ

ッ
ク
マ
ン
博
士
が

M
R
A

の
啓
示
を
う
け
た
地
で
あ
り
、

同
時
に
終
え
ん
の
地
で
あ
る
ド

イ
ツ
の
フ
ロ
イ
デ
ン
シ
ュ
タ

ッ

ト
で
六
月
の
第

一
週
に
大
会
を

聞
き
、
次
で
六
月
十

一
日
に
は

ブ
ッ
ク
マ
ン
博
士
の
生
誕
の
地

で
あ
る
ア
メ
リ
カ
の
ア
レ
ン
タ

ウ
ン
で
大
会
を
聞
き
た
い
。

一
、
私
た
ち
は
M
R
A
の
思
想
と

業
績
に
つ
い
て
の
本
を
出
版
し

よ
う
と
準
備
し
て
い
ま
す
。

一
、
こ
の

一
年
は
世
界
中
の
物
質

主
義
に
対
す
る
答
と
し
て
の

M

R
A
の
思
想
と
哲
学
と
情
熱
を

各
国
が
国
ぐ
に
に
み
な
、ぎ
ら
せ

る
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

一
、
物
質
主
義
は
民
族
や
国
ぐ
に

を
分
裂
さ
せ
る
人
類
の
敵
で
あ

り
、
し
か
も
イ
ン
フ
レ
、
失
業

を
生
み
だ
し
、
何
百
万
の
人
び

と
を
飢
餓
に
追
い
や
り
苦
難
を

与
え
て
い
る
。
さ
ら
に
テ
ロ
行

為
や
麻
薬
を
通
し
て
都
市
と
家

フランク・ブックマン博士

庭
を
お
び
や
か
し
国
ぐ
に
を
戦

争
の
準
備
に
お
い
や

っ
て
い
ま

す
。

、
そ
れ
に
応
え
る
た
め
私
た
ち

は、

三

つ
の
武
器
を
作
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
J

そ
れ
を
ど
の
よ

う
に
考
え
、
ど
の
よ
う
に
作
り
、

ど
の
よ
う
な
価
格
で
販
布
す
る

か
、
そ
の
た
め
に
世
界
中
の
考

え
が
必
要
で
す
。
私
た
ち
の
考

え
て
い
る
三
つ
と
は
次
の
よ
う

な
も
の
で
す
。

山

映

画

M
R
A
が
次
の
段
階
で
あ
る

と
い
う
確
信
を
語
る
場
を
人

び
と
に
与
え
る
。
特
に
各
国

の
指
導
者
が
道
義
的
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
を
覚
醒
し
、
確
認

を
す
る
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
る

も
の
と
し
た
い
。

間

画

報

映
画
の
内
容
を
普
及
さ
せ

一

般
の
人
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の

場
所
で
解
答
を
生
き
る
こ
と

が
で
き
る
偉
大
な
使
命
を
与

え
る
よ
う
な
も
の
と
し
た
い
。

間
ド
イ
ツ
と
ア
メ
リ
カ
の
大

会
に
呼
応
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の

国
で
新
聞
記
事

（希
望
を
与

え
る
ニ
ュ

ー
ス
）
を
作
る
べ

き
だ
と
思
い
ま
す
。

百
人
か
ら
百
万
人
ヘ

一
九
三
八
年
八
月
、
ス
エ

l
デ
ン

の
ヴ
イ
ス
ピ

l
で
、
ブ

ッ
ク
マ
ン
博

士
は
『
革
命
に
つ
い
て
』
と
題
し
て

講
演
を
行
な

っ
た
。
こ
れ
は
M
R
A

の
歴
史
を
大
き
く
前
進
す
る
も
の
と

な
っ
た
。
と
い
う
の
は
M
R
A
を
単

に
自
分
の
生
活
に
と
り
い
れ
て
自
己

満
足
に
お
ち
い

っ
て
い
る
人
び
と
に

対
し
警
告
し
た
も
の
で
あ
り
、

M

R

A
を
し
て
国
家
的
レ
ベ
ル
で
解
答
を

与
え
る
た
め
の
戦
線
を
形
成
す
る
キ

ッ
カ
ケ
と
な

っ
た
も
の
だ
か
ら
で
あ

る
。
こ
の
挑
戦
に
多
く
の
人
び
と
が

立
ち
あ
が
り
、
そ
し
て
今
日
の
国
際

・

勢
力
が
作
ら
れ
て
い

っ
た
の
で
す
。

さ
て
こ
の
講
演
の
回
目
頭
に
次
の
よ

う
な
こ
と
ば
が
語
ら
れ
て
い
る
。

「
今
日
、
わ
た
く
し
達
は
融
合
さ
れ

た
戦
線
を
つ
く
り
た
い
の
で
す
。
は

っ
き
り
と
わ
か

っ
て
い
る
根
本
問
題

は
、
わ
た
く
し
達
が
神
に
導
か
れ
て

い
る
か
、
い
な
い
か
と
い
う
こ
と
で

す
。私

が
こ
の
話
し
を
終
る
ま
で
に
、

諸
君
の
幾
人
か
が
決
心
さ
れ
る
こ
と

を
希
望
し
ま
す
。
わ
た
く
し
達
は
い

ろ
い
ろ
異

っ
た
目
的
を
も

っ
て
、
こ

こ
へ
来
て
い
ま
す
。
あ
る
人
た
ち
は

改
変
さ
れ
よ
う
と
し
て
き
で
い
ま
す
。

そ
れ
は
非
常
に
よ
い
こ
と
だ
し
、
ま

た
非
常
に
必
要
な
こ
と
で
す
。
ま
た

あ
る
人
た
ち
は
、
他
の
人
び
と
を
改

変
す
る
方
法
を
学
び
に
き
て
い
ま
す
。

そ
れ
も
非
常
に
必
要
な
こ
と
で
す
。

し
か
し
危
険
な
こ
と
は
、

一
部
の

諸
君
が
、
そ
こ
で
と
ど
ま
ろ
う
と
す

る
こ
と
で
す
。
わ
た
く
し
は
第
三
の

目
的
に
大
い
に
関
心
を
も

っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
ど
う
し
た
ら
崩
れ
さ
ろ

う
と
す
る
文
明
を
救
え
る
か
と
い
う

こ
と
で
す
。
そ
れ
が
わ
た
く
し
の
関

心
事
な
の
で
す
。
し
か
し
、
も
う

一

つ
第
四
番
目
の
ね
が
い
を
も

っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
は
世
界
の
何
百
万
の
人

び
と
に
到
達
し
た
い
と
い
う
こ
と
で

す
。こ

れ
ら
の
こ
と
は
、
み
な
自
然
の

順
序
に
し
た
が

っ
て
起
る
は
ず
の
も

の
で
す
。
い
っ
た
ん
諸
君
が
変

っ
た

な
ら
ば
、
自
然
に
他
の
人
を
変
え
た

い
と
思
う
で
し
ょ
う
。
そ
の
つ
ぎ
に

は
文
明
を
救
い
た
い
と
思
う
で
し
ょ

う
。
最
後
に
は
、
世
界
の
何
百
万
の

人
び
と
に
呼
び
か
け
た
い
と
思
う
で

し
ょ
う
。
そ
れ
が
自
然
の
順
序
で
す
己

さ
て
フ
ラ
ン
ク

・
ブ

ッ
ク
マ
ン
博

士
生
誕
百
年
に
当
っ
て
私
た
ち
の
な

す
べ
き
こ
と
は
多
く
あ
り
ま
す
。
勿

論
、
国
際
チ

l
ム
の
呼
び
か
け
に
対

応
し
て
、
大
会
へ
の
代
表
派
遣
、
映

画
制
作
の
た
め
の
協
力
な
ど
考
え
ら

れ
ま
す
が
、
前
記
の
講
演
を
読
む
と
き
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に
、
私
た
ち
が
新
し
い
決
意
で
も
う

一
度
、
起
ち
あ
が
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
必
要
を
痛
感
せ
ず
に
は
い
ら
れ

ま
せ
ん
。

ブ
ッ
ク
マ
ン
博
士
の
い
う
文
明
の

崩
か
い
を
殺
う
た
め
の
戦
線
の
拡
充
、

一
人

一
人
が
神
の
導
き
に
従
う
と
い

う
契
約
、
そ
し
て
そ
れ
を
百
万
人
に

到
達
さ
せ
て
い
く
と
い
う
博
士
の
呼

び
か
け
に
今
こ
そ
呼
応
す
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
。

同
際
M
R
A
日
本
協
会
は
ブ
ッ
ク

マ
ン
博
士
の
生
誕
百
年
に
斗

っ
て
次

の
規
定
で
原
稿
を
募
集
し
、
そ
れ
を

ま
と
め
て
出
版
す
る
こ
と
を
考
え
て

い
ま
す
。
ブ
ッ
ク
マ
ン
博
上
と
接
触

を
も
た
ら
れ
庁
が
た
、

M
R

A
に
会

っ
て
感
じ
た
い刀
が
た
。
そ
れ
ら
の
さ
は

葉
と
経
験
を
ま
と
め
て
日
本
中
の
数

百
万
の
人
び
と
に
伝
え
て
い
き
た
い

と
願

っ
て
い
ま
す
。
題
し
て
『
百
人

か
ら
斤
万
人
へ

』
こ
れ
は
M
R
A
の

戦
線
に
つ
な
が
る
も
の
と
確
信
い
た

し
ま
す
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
っ

－
募
集
要
領
・

1
題

名

M
R
A
と
私

a

一、
枚
数
同
百
字
詰
原
稿
用
紙

で
s

一枚
以
上

切
昭
和
五
十
－
－
一年
間
川

末
日
ま
で

凶
際
M
R
A
－
本
協
会

ゴ
一、

J
f

問
、
発
送
先

変革の条件

フランス人は訴える

フランスの総選挙は保革の決戦に追いこまれた。保守系の

フイガ口紙は先頃、左翼連合51パーセント、保守系45パーセ

ントと国民の支持率を予測し、左翼連合有利を報じた。 ドゴ

ール以降20年にわたる保守政権は後退しつつあるが、はたし

てどのような政権がそのあとにくるのだろうか。

そうした中で、フランス国民に訴えるメッセージというも

のが人々に手渡された。署名者はMR Aを生きる人びとでフ

ランスの変革の根本的な要請を訴えている。その全文は次の

ような （左写真）ものである。
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フ
ラ
ン
ス
人
は
変
革
を
求
め
て
い
る
。

し
か
し
変
革
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
べ
き
か
。
そ
の
た
め
に

わ
れ
わ
れ
が
ど
れ
だ
け
の
代
償
を
払
う
用
意
が
あ
る
か
。

い
か
な
る
社
会
を
え
ら
ぶ
に
せ
よ
、
そ
の
社
会
の
安
定
と
成
長
は

わ
れ
わ
れ
自
身
の
動
機
と
行
動
が
変
化
す
る
か
否
か
に
か
か
っ
て
る
。

選
択
は
右
か
左
か
よ
り
も
は
る
か
に
深
い
と
こ
ろ
に
あ
る
。

問
題
は
善
と
悪
の
選
択
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
の
良
心
で
決
定
す
る
。

善
悪
は
右
か
左
か
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
な
い
。
経
済
的
な
安
定

を
求
め
る
前
に
ま
ず
道
義
的
、
精
神
的
な
基
盤
を
求
め
る
べ
き
で
あ
る
。

そ
れ
を
し
な
い
如
何
な
る
形
の
政
府
が
で
き
よ
う
と
、
そ
の
社
会

は
物
氏
、
正
義
的
と
な
り
、
人
々
と
個
人
は
尊
厳
と
内
由
を
失
う
こ
と

に
な
る
だ
ろ
う

正
直
、
純
愛
、
無
私
、
愛
は
い
か
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
も
絶
対

に
必
要
な
要
素
で
あ
る
。

今
日、

わ
れ
わ
れ
が
権
利
と
特
権
を
利
己
的
に
ま
で
固
執
し
、
道

義
的
に
妥
協
を
し
、
日
分
の
小
さ
な
利
益
を
常
に
防
御
す
る
よ
う
な

こ
と
を
反
射
的
に
や
る
の
を
止
め
な
け
れ
ば
明
日
い
か
な
る
機
構
の

変
化
が
行
わ
れ
で
も
無
意
味
に
終
る

政
治
的
指
導
再
及
び
経
済
・
社
会
生
活
に
責
任
あ
る
人
た
ち
は
れ

身
の
a
J
動
に
お
い
て
白
分
た
ち
が
如
何
な
る
真
実
を
生
き
る
か
を
ま

ず
ぷ
す
べ
き
だ

経
済
的
に
貧
し
く
、
特
権
な
き
大
衆
の
肩
の
荷
を
わ
れ
わ
れ
も
背

負
う
つ
も
り
が
あ
る
な
ら
わ
れ
わ
れ
の
家
族
を
合
め
て
わ
れ
わ
れ
れ

身
も
よ
り
安
楽
さ
を
求
め
る
べ
き
で
な
い

わ
れ
わ
れ
は
わ
か
ち
ん
け
い
の
精
神
を
身
に
つ
け
る
べ
き
で
あ
る

わ
れ
わ
れ
の
利
己
的
な
食
欲
を
満
足
さ
せ
る
こ
と
を
や
め
、
人
類
社

会
の
責
任
を
分
相
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

J

こ
の
道
義
標
準
を
で
き
得
る
限
り
生
活
に
あ
て
は
め
る
こ
と
を
決

心
し
た
わ
れ
わ
れ
は
、
こ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
署
名
す
る
も
の
で
あ
る

什
分
た
ち
の
経
験
を
通
じ
て
動
機
と
行
動
が
変
わ
る
こ
と
の
可
能
と

そ
れ
が
社
会
に
変
革
を
及
ぼ
す
こ
と
を
確
信
す
る

こ
れ
こ
そ
真
の
民
、正
々
義
と
あ
ら
ゆ
る
J

什
出
の
条
件
で
あ
る

．
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